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今年も地域の安全を守ります！   守谷市消防出初式
　恒例の守谷市消防出初式が１月８日㈯に中央公民館で行われ、多数の消防関係
者が参加しました。会場では、消防職員及び団員による徒歩分列行進や車両行進、
放水実演などが実施され、皆引き締まった面持ちで行動していました。また、昨
年に引き続きくす玉開披も行われ、参加者全員で災害のない年を祈りました。
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●平成21年度　行政評価結果のお知らせ

施　　　策　　　名 達成率
仕事の達成度を測るための指標 平成23年度

指　　　　　　標 目標値 実績値 成果の
方向性

コストの
方向性

のびのび育ちいきいき子育て支援の

充実

☁ 保育所の待機児童（人） 55 88
△ △

☀
子どもにやさしいまちだと思ってい
る中学・高校生の割合（％） 78.0 81.5 

健やかに暮らせる健康づくりの推進 ☀
定期的に運動・散歩等を実践してい
る市民の割合（％） 39.0 44.3 △ △

良好な生活環境の保全
☁ 市街化区域内未利用地の雑草除去率（％） 93.0 91.6

△ ■
☂ 公害苦情件数（公害７項目）（件） 25 36

みんなで進める廃棄物の抑制と適切
な処理

☀ １人１日当たりごみ排出量（ｇ） 855 837
△ △

☀ 資源化（リサイクル）率（％） 27.0 27.7 

やすらぎとうるおいを感じる水と緑

の保全

☂ １人当たりの公園面積（㎡） 13.0 9.4 
△ △

☀
河川水質調査の環境基準適合箇所数

（18 箇所中）（箇所） 16 16

環境に配慮したライフスタイルの実
践 ☀

省エネなど環境負荷低減への取り組
みを実践している市民の割合（％） 75.0 77.1 △ ■

みんなで取り組む防災対策の推進 ☂ 防災訓練参加率（％） 6.00 0.67 △ ■

市民生活を守る身近な安全対策の充実 ☀ 犯罪認知件数（件） 1,200 976 △ ■
個性と創造性を育む子どもたちの育
成 ☁

学校の授業が楽しく、勉強が分かる
と感じている小・中学生の割合（％） 83.0 67.3 △ △

秩序ある市街地の形成 ☀
自分の住む地区は緑と調和したゆと
りある住宅地があるまちだと感じる
市民の割合（％）

80.0 81.0 △ △

安全で快適な道路網・交通体系の整

備

☁ 1 級市道の補修必要箇所対応率（％）60.00 52.78
△ △

☁
バスは便利に利用できると感じる市
民の割合（％） 30.0 26.5

特色ある集客資源の発信 ☀ イベントの来場者数（人） 27,500 36,000 ■ ▼

協働によるまちづくりの推進
☁ まちづくり活動に参加した市民の割合（％） 53.0 45.8

△ △
☂ 市民と協働で実施できた事業数（事業） 45 31

地域で支えあうコミュニティの充実 ☀
地域の課題が地域で解決されている
と感じる市民の割合（％） 40.0 45.4 △ △

親切で便利な窓口サービスの充実 ☀
市の窓口サービスが利用しやすいと
感じる市民の割合（％） 59.0 71.4 △ ■

健全な財政運営の推進
☀ 経常収支比率（％） 94.0 88.3

△ ▼
☀ 経常的自主財源額（億円） 104.00 112.54

●事務事業ごとの事務事業評価表や施策ごとの集計結果など、詳しい内容は市ホームページや次の
　窓口で閲覧できます。どうぞご利用ください。
▶閲覧場所　市役所企画課・総合窓口課、中央図書館

●主な施策の達成状況と次年度の方向性
※31施策中16施策を掲載
※成果指標及び取組方針が複数ある施策は、抜粋して掲載
※色文字の施策は、全庁重点課題に直結する重点施策

達成率 成果の方向性 コストの方向性
達
成 100％以上 成果向上を

目指す
増加

未
達
成

80％以上
100％未満　 維持

成果維持を
目指す80％未満 削減

☀

☁

☂

△

■

▼

△

　
■
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行
政
評
価
と
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
市

民
の
役
に
立
っ
て
い
る
か
を
点

検
し
、
洗
い
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
を
改
善
す
る
も
の
で

す
。
市
が
評
価
す
る
の
は
、
目

標
と
す
る
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
手
段
で
あ
る
「
施
策
」

と
、
そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具

体
的
手
段
で
あ
る「
事
務
事
業
」

の
２
種
類
で
す
。

�
施
策
評
価
�

　
今
年
度
は
、「
守
谷
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」（
計
画

年
度
19
～
23
年
度
）
の
31
施
策

に
つ
い
て
実
績
評
価
を
行
い
、

次
年
度
の
取
組
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
施
策
評
価
は
１
次
評
価
と
２

次
評
価
が
あ
り
、
成
果
指
標
値

に
市
民
の
意
見
（
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
）
な
ど
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
２
次
評
価
は
、
市

長
や
部
長
に
よ
る
全
庁
的
な
判

断
が
下
さ
れ
る
評
価
で
、
次
年

度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
直
結

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
全

施
策
の
現
水
準
を
確
認
し
、
行

政
運
営
に
係
る
課
題
を
設
定
し

て
、
次
年
度
重
点
的
に
実
施
す

る
施
策
（
重
点
施
策
）
を
決
定

し
、
市
の
「
経
営
方
針
」
と
し

て
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
経
営
方

針
に
基
づ
い
て
、
次
年
度
の
予

算
配
分
が
行
わ
れ
、
施
策
や
事

務
事
業
が
実
行
さ
れ
ま
す
。

※�

経
営
方
針
・
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
開

�
事
務
事
業
評
価
�

　
市
の
行
政
評
価
で
は
、「
施

策
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
市
職
員
が
日
々
行
っ
て

い
る
「
仕
事
」
を
「
事
務
事
業
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
前
年
度
に

実
施
し
た
す
べ
て
の
事
務
事
業

が
行
政
評
価
の
対
象
で
す
。

　
今
年
度
の
評
価
対
象
事
業
数

は
６
５
４
事
業
で
す
。
昨
年
度

の
６
７
８
事
業
に
比
べ
て
24
事

業
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
務
事
業
ご
と
に

「
事
務
事
業
評
価
表
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
評
価
表
に
は
事

業
目
的
や
成
果
の
現
状
を
明
記

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
実

績
評
価
と
次
年
度
の
方
向
性
を

記
述
し
て
い
ま
す
。
評
価
は
、

担
当
及
び
課
長
に
よ
る
１
次
評

価
、
担
当
部
長
に
よ
る
２
次
評

価
と
２
段
階
に
分
か
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
、
目
的
の
妥
当

性
（
事
業
の
目
的
設
定
は
適
切

か
？
）、
成
果
の
有
効
性
（
成

果
を
伸
ば
す
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
？
）、
効
率
性
（
事

業
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
適
切

か
？
）、公
平
性（
受
益
者
負
担
・

機
会
は
公
平
か
？
）
の
視
点
に

立
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
評
価
結
果
は
、
次
年
度
以
降

の
事
務
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
際
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を次年度経営方針として決定します。

全庁政策会議 
市長・副市長・教育長・部長などで、施策の２次評価結果を基に、
次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全庁的に検討します。 

施策企画会議

全庁政策会議
の結果（経営
方針）を受け、
施策の主管課
長と関係課長
とで、最終的
な事務事業の
優先度評価を
行い、次年度
の方向性を決
定します（次
年度の予算編
成に反映）。

施策評価（２次評価） 
市長ほか特別職・部長などが成果水準か
ら見た貢献度、重点課題から見た優先度
について評価します。 

施策評価（１次評価）
施策の主管課長と関係課長とで、成果水
準や今後の課題などについて検討します。
※基本事業を考慮のうえ検討

事務事業評価（２次評価） 
１次評価結果を受け、担当部長が全庁的
な視点で評価します。 

事務事業評価（１次評価） 
担当係長及び課長が中心となり、事業の
成果や施策への貢献度について評価し、
改革改善について検討します。 

事務事業の執行 

【守谷市行政評価システム】 【守谷市の政策体系】 

政策 
（施策の大綱） 
政策 

（施策の大綱） 

施策 
（将来像を実現するための手段） 

施策 
（将来像を実現するための手段） 

［基本事業］ 
（施策の具体的方向性） 
［基本事業］ 

（施策の具体的方向性） 

事務事業 
（施策を達成するための具体的手段） 

事務事業 
（施策を達成するための具体的手段） 

将来像 
「夢と希望にあふれる町」 「夢と希望にあふれるまち」 

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線331〜333

平
成
22
年
度
行
政
評
価
結
果

平
成
22
年
度
行
政
評
価
結
果

　市
で
は
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

市
の
仕
事
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
行
っ
た
施
策
評
価
（
23
年
度
施
策
の
方
向
性
）
及
び
事
務
事

業
評
価
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
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◎
住
基
カ
ー
ド
の
機
能

①�

住
基
カ
ー
ド
は
写
真
付
き
・

写
真
な
し
の
２
種
類

　�

写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
運
転

免
許
証
等
と
同
様
に
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

②
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

　�

守
谷
市
以
外
で
自
分
の
住
民

票
（
本
籍
省
略
の
も
の
）
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

③
電
子
証
明
書
の
格
納
媒
体

　�

ｅ
︱
ｔ
ａ
ｘ
等
の
電
子
申
請
に

使
わ
れ
る
電
子
証
明
書
（
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
）
の

格
納
媒
体
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳（
住
基
）カ
ー

ド
は
、
市
町
村
が
交
付
す
る
安

全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で

す
。
こ
れ
ま
で
発
行
手
数
料
を

無
料
で
交
付
し
て
き
ま
し
た

が
、
住
基
カ
ー
ド
普
及
の
た
め

の
特
別
交
付
税
加
算
措
置
が
平

成
23
年
３
月
31
日
で
終
了
す
る

こ
と
を
受
け
、
４
月
か
ら
発
行

手
数
料
５
０
０
円
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望

す
る
方
は
、
３
月
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
無
料
交
付
期
間

　

　
平
成
20
年
４
月
１
日
㈫
～

　
平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

▼
受
付
日
時

　

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
申
請
場
所
・
問
合
先

　

　
市
役
所
総
合
窓
口
課

　
内
線
１
１
２
～
１
１
５

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　�

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
窓
口

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　作
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
発
行
手
数
料
無
料
期
間
が
終
了
し
ま
す住基カード（写真付き）

見本

クレジットカードで上下水道料金のお支払い！
　　　　　　　　　　　　　　●問合先　上下水道事務所　☎ 48-1842

▶利用申込　３月１日㈫正午から開始
　（携帯電話からは、３月 15 日㈫正午から開始）
＊�平成 23 年３―４月請求分からの取り扱いとな

ります。３―４月分からクレジットカードでの
お支払いを希望する方は、４月末日までに利用
申込をしてください。

▶利用申込に必要なもの
○�「使用水量・料金等のお知らせ（平成 23 年２

月以降の検針票）」
○�クレジットカード（下記のブランドロゴが入っ

たカード）

▶利用申込方法　
　�「Yahoo！公金支払い」に接続し、「水道料金」

項目の「茨城県守谷市」を選択する
・パソコンから　http://koukin.yahoo.co.jp/
・携帯電話から　
　http://koukin.mobile.yahoo.co.jp/

▶利用対象
　�口径 13・20・25mm の水道メーターを設置し

ている使用者の水道料金・下水道使用料または
農業集落排水（農集排）使用料

※�井戸水のみで下水道または農集排使用の場合
は、世帯人数で使用料算定されている使用者の
下水道使用料または農集排使用料
▶決済手数料　利用者負担なし
※インターネット接続費用は利用者負担
▶注意事項
・�納入通知書とクレジットカードを提示して、窓

口で支払う方法ではありません。また、市税等
のクレジットカード納付とは異なる方法になり
ます。口座振替のように、一回の手続きで、ク
レジットカード払いが継続します。

・�既に請求済み料金のお支払いには、利用できま
せん。これまでの支払方法でお支払いください。

・�申し込みの際は、入力画面に表示される注意事
項を必ずご確認ください。

・�申込書提出による利用申込はできません。

　「Yahoo！公金支払い（ヤフー株式会社）」を利用して、クレジットカードで上下水道料金のお支払
いができるようになります。パソコンや携帯電話から「Yahoo！公金支払い」のポータルサイトに接
続して、注意事項等を確認の上、画面の指示に従って情報の入力を行えば、クレジットカード払いの
利用申込手続きが完了します。

上下水道料金のお支払いには、上記のほか、口座振替と納入通知書による方法があります。

QRコード

インターネットで
24時間手続可能

外
部
評
価
結
果

外
部
評
価
結
果

外
部
評
価
結
果

平
成
22
年
度  

行
政
評
価

平
成
22
年
度  

行
政
評
価

平
成
22
年
度  

行
政
評
価
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①�

公
平
・
公
正
で
市
民
ニ
ー
ズ
に

基
づ
い
て
い
る
か

②
民
間
で
で
き
な
い
か

③�
効
率
性
や
有
効
性
、
成
果
は
ど

う
か

④
行
政
関
与
の
あ
り
方
は
ど
う
か

⑤
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
は
ど
う
か

⑥�

類
似
事
業
と
の
統
合
・
連
携
の

余
地
は
ど
う
か

⑦
市
民
へ
の
説
明
は
十
分
か

　
外
部
評
価
で
は「
継
続
」「
改
善
」

「
廃
止
」
の
３
つ
の
評
価
基
準
を

設
け
、
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
外
部
評
価
の
評
価
結
果
で

改
善
等
の
指
摘
を
受
け
た
事
務
事

業
に
対
し
て
、
市
の
取
り
組
む
方

向
性
を
「
市
の
方
針
」
と
し
て
決

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
善
で

き
る
も
の
は
速
や
か
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果

（
概
要
）
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
の
外
部
評
価
は
、
事
務

事
業
の
手
法
に
着
目
し
た
20
グ

ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
評
価
対
象
７

グ
ル
ー
プ
（
１
２
３
事
務
事
業
）

を
決
定
し
、
そ
の
中
か
ら
評
価
を

行
う
39
事
務
事
業
を
選
定
し
ま
し

た
。

　
内
部
評
価
結
果
（
事
務
事
業
評

価
表
）
を
再
評
価
し
た
上
で
、
事

業
内
容
や
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て

担
当
主
管
部
長
及
び
主
管
課
長
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
外
部
評
価

員
同
士
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
後

に
外
部
評
価
結
果
と
し
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
評
価
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
昨

年
ま
で
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
お

り
、そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　市
が
導
入
し
て
い
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
職
員
が
自
ら
行
う
評
価
（「
内
部
評
価
」）
に
加

え
、そ
の
結
果
を
第
三
者
（
市
民
）
が
チ
ェ
ッ
ク
し
評
価
す
る
「
外
部
評
価
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　市
で
は
こ
の
外
部
評
価
結
果
を
尊
重
し
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
運
営
や
効
率
的
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
事
務
事
業
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線331〜333

■外部評価結果と市の方針（全体）� （単位：事務事業数）

継　続 改　善 廃　止 合　計
外部評価 11 27 １ 39
市の方針 12 27 ０ 39

■外部評価結果と市の方針（グループ別） （単位：事務事業数）

グループ 区分
評価内容 外部評価と市の方針の方向性

継続 改善 廃止 同じ方向性 異なる方向性
融資・斡旋に着目した
　　４事業（全４事業中）

外部評価 ３ １ ０
４ ０

市の方針 ３ １ ０
相談・指導に着目した
　　４事業（全 17事業中）

外部評価 ０ ４ ０
４ ０

市の方針 ０ ４ ０
検診・検査に着目した
　　２事業（全 12事業中）

外部評価 ０ ２ ０
２ ０

市の方針 ０ ２ ０
審議会・協議会等に着目
した８事業（全 37事業中）

外部評価 １ ７ ０
７ １

市の方針 ０ ８ ０
直接実施に着目した
　　10事業（全 33事業中）

外部評価 ３ ７ ０
10 ０

市の方針 ３ ７ ０
学校教育に着目した
　　７事業（全 15事業中）

外部評価 １ ５ １
５ ２

市の方針 ２ ５ ０
道路管理に着目した
　　４事業（全 5事業中）

外部評価 ３ １ ０
３ １

市の方針 ４ ０ ０

●外部評価結果の詳細は、市ホームページや市役所企画課窓口で閲覧できます。

外
部
評
価

の
概
要

外
部
評
価

の
視
点

外
部
評
価
結
果
と

市
の
方
針



ナンバー 車　種 申請・問合先

守谷市
（町）

原動機付自転車（125cc 以下のバ
イク）、小型特殊自動車（農耕車等）

市役所税務課
内線 207

つくば・
土浦

軽三輪・軽四輪乗用・軽四輪貨
物自動車

軽自動車検査協会
☎ 029-843-3535

軽 二 輪（126〜250cc）・二 輪 小 型
（251cc 以上）のバイク、普通自動車

ナンバーセンター土浦
☎ 050-5540-2018
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税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
所
有
の
軽
自
動
車
等
が
廃
車
、

譲
渡
、
盗
難
等
に
よ
り
す
で
に

手
元
に
な
い
場
合
は
、
３
月
中

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

つ
く
ば
・
土
浦
ナ
ン
バ
ー
の

軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、
３

月
中
に
廃
車
・
名
義
変
更
等

の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、

市
役
所
税
務
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

売
証
明
書
・
購
入
費
補
助
金
請

求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
す
る
※
申
請
書
等
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

▼
申
請
・
問
合
先

　
市
役
所
生

活
環
境
課

　
内
線
１
４
７

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

（
基
準
日
）
現
在
の
軽
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
等
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
２
日
以
降
に
軽
自
動
車

等
の
廃
車・
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
行
っ
て
も
、
基
準
日
に
登

録
が
あ
る
と
、
使
用
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
軽
自
動
車
税
を
納

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量

化
及
び
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
等
を

購
入
・
設
置
し
た
方
に
対
し
て

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
同
一
世
帯
に
市
税
等
の
滞

納
が
な
い
方
▼
対
象
処
理
機
等

①
電
気
式
処
理
機
②
コ
ン
ポ
ス

ト
及
び
Ｅ
Ｍ
容
器
▼
補
助
金
額

処
理
機
等
の
購
入
に
要
し
た
費

用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
金

額
※
１
世
帯
へ
の
補
助
金
交
付

限
度
額
は
２
万
円
▼
申
請
方
法

窓
口
で
配
布
す
る
申
請
書
・
販

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費

補
助
金
交
付
制
度

お知らせ

軽
自
動
車
の
車
両
廃
車
・

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は

３
月
中
に
‼

　
保
険
証
を
持
参
せ
ず
に
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
窓
口
で

10
割
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
必
ず
そ
の
月
内
に

医
療
機
関
へ
保
険
証
を
提
示
し
て
、
保
険
者
負
担
分
を
返
還
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
（
月
が
変
わ
る
と
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
返
還
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
も
返
還
申
請
は
で
き
ま
す
が
、
医
療

機
関
で
の
診
療
内
容
情
報
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
が
市
に
届
い
て
か

ら
の
処
理
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
申
請
し
て
か
ら
返
還
ま
で
３

か
月
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
市
役
所
国
保
年
金
課

　
内
線
１
０
２
〜
１
０
４

国
民
健
康
保
険
の

「
こ
ん
な
と
き
は
？
」

保
険
証
を
忘
れ
て
医
療
機
関

で
受
診
し
た
と
き
は
？

Vol.３

　利根川左岸河川敷環境保全実行委員会では、市
民・行政・事業所に呼びかけ、利根川左岸河川敷
一帯のごみを拾い、河川敷の自然や環境を守る活
動をしてきました。今回で 11 回目を迎えるクリー
ン作戦（ごみ拾い）に、ぜひご参加ください。

▼日時　３月６日㈰　９:30 〜 11:00（９:00 集合）
※小雨決行（雨具持参）　※ 作業ができる服装

▼主催　利根川左岸河川敷環境保全実行委員会

▼共催　守谷市　　　 ▼後援　国土交通省

▼協力　守谷市建設業協会、アサヒビール㈱、
　　明治乳業㈱、ロックシティ守谷 SC ほか

▼集合場所　①利根川堤防前②浅間神社前
　　③常磐自動車道上り方面側道付近（右図）

▼参加方法　事前に電話で申し込む

▼申込・問合先　市役所生活環境課　内線 147

守谷SA 

守谷SA 
常磐自動車道 

つくばエクスプレス 

至
東
京

 

※
駐
車
場
所
は
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

利
根
川
堤
防

 

大
野
川

 
錬
心
塾

 

至
水
戸

 

至市役所 

塚原総業 

浄化 
センター 

野木崎新山 
生活改善センター 

モコバス 
前坪バス停 

至高野 
●　集合場所

●

①

③

②
●集合場所 

利根川上流 
河川事務所 
守谷出張所 

大柏 

県
道
取
手・豊
岡
線

 

高野小 
モコバス 
向坪バス停 

至けやき台 

浅間神社 

至美園 

石
神
神
社
西

 

至
国
道
２
９
４
号

 

根
切
公
民
館

 

至
大
柏

 高野 ふ
れ
あ
い
道
路

 

午前９時集合 

集合場所
利根川左岸河川敷クリーン作戦利根川左岸河川敷クリーン作戦
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④
22
国
補
道
路
維
持
第
４
号
工
事

▼
場
所

　
松
ケ
丘
地
内
▼
請
負

者
　
㈲
丸
彰
▼
工
期

　
２
月
上

旬
〜
３
月
18
日
㈮
▼
工
事
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

情　報 
ひろば 
情　報
ひろば

くらし・環境・交通 

届出・証明・税・年金 

子ども 

高齢者 

教室・講座・イベント 
情報・参加・交流 

仕　事 

お
知
ら
せ
 

　
市
で
は
道
路
の
舗
装
補
修
・

維
持
・
改
良
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
交
通
規
制
等
で
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
22
国
補
道
路
維
持
第
１
号
工
事

▼
場
所

　
美
園
地
内

▼
請
負
者

　
㈱
て
す
と
ぴ
あ

▼
工
期

　
２
月
下
旬
〜
３
月
31

日
㈭
▼
時
間

　
舗
装
補
修
工
事

午
後
９
時
〜
午
前
５
時（
夜
間
）

／
区
画
線
工
事

　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
昼
間
）

②
22
国
補
道
路
維
持
第
２
号
工
事

③
22
国
補
道
路
維
持
第
３
号
工
事

▼
場
所

　
薬
師
台
地
内
▼
請
負

者
　
㈲
み
ど
り
園
造
園
土
木

▼
工
期

　
３
月
11
日
㈮
ま
で

▼
工
事
時
間

　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

お知らせ

道
路
工
事

⑤
22
国
補
道
路
改
良
第
３
号
工
事

▼
場
所

　
百
合
ケ
丘
地
内
▼
請

負
者

　
㈲
丸
彰
▼
工
期

　
３
月

18
日
㈮
ま
で
▼
工
事
時
間

　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

常総ふれあい道路

⑥
22
国
補
道
路
改
良
第
４
号
工
事

▼
場
所

　
野
木
崎
地
内
▼
請
負

者
　
㈱
商
元
▼
工
期

　
３
月
25

日
㈮
ま
で
▼
工
事
時
間

　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先

　
市
役
所
建
設
課

道
路
建
設
Ｇ

　
内
線
２
５
６

市のごみ排出量・資源物回収量

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日当たり

ご

　み

可 燃 1,110.64 ｔ
（＋ 15.81 ｔ） 1,017.75 ｔ 574 ｇ

（▲ 11 ｇ）

不 燃 247.43 ｔ
（▲ 10.26 ｔ） 277.92 ｔ 128 ｇ

（▲ 10 ｇ）

粗 大 91.03 ｔ
（▲ 7.08 ｔ） 74.22 ｔ 47 ｇ

（▲   5 ｇ）

資

　源

　物

新 聞 13.41 ｔ
（＋  1.05 ｔ） 17.59 ｔ 7 ｇ

（±   0 ｇ）

雑 誌 63.63 ｔ
（▲  2.03 ｔ） 57.58 ｔ 33 ｇ

（▲   2 ｇ）
ダ ン
ボール

39.59 ｔ
（＋  2.45 ｔ） 46.97 ｔ 20 ｇ

（±   0 ｇ）
古 着・
布類

18.02 ｔ
（▲  3.50 ｔ） 15.80 ｔ 9 ｇ

（▲   2 ｇ）

缶 17.76 ｔ
（＋  6.81 ｔ） 15.82 ｔ 9 ｇ

（＋   3 ｇ）

ビ ン 36.87 ｔ
（＋ 15.92 ｔ） 34.25 ｔ 19 ｇ

（＋   8 ｇ）

◇ 可燃ごみの排出量が前月・昨年同月の排出量と比
べて増加しています。夏季に限らず、冬季も生ご
みの水切りによる可燃ごみ減量へのご協力をお
願いします。生ごみの重量は、水切りを行うこと
で約 10％減らすことができます。

※（　）は前月比　※12 月 20 日現在人口　62,460 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

12 月

広報もりや 1 月 10 日号 P13「確定申告・住民税申告」の問合先の内容に
誤りがありました。お詫びして訂正します。【正】竜ケ崎税務署への問い
合わせは確定申告についてのみ（住民税申告については市役所税務課へ）

お詫びと訂正

守谷市市民
交流プラザ

守谷
第一

病院

③22国補道路維持第３号工事③22国補道路維持第３号工事

②22国補道路維持第２号工事
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ニ
ッ
ク
医
師
）
▼
申
込
方
法

　

各
回
の
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
問
合
先

　
保
健
セ
ン

タ
ー

　
☎
48
¦
６
０
０
０

▼
日
時

　
３
月
６
日
㈰
午
前
９

時
〜
正
午
（
受
付
開
始
８
時
45

分
）
▼
定
員

　
先
着
25
人
※
中

学
生
以
上
▼
内
容

　
心
肺
蘇そ

せ
い生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
等
※
軽
い
運
動
が
で

き
る
服
装
で
参
加
／
無
料
▼
申

込
方
法

　
２
月
20
日
㈰
以
降
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
守

谷
消
防
署

　
☎
46
¦
０
１
１
９

御
所
ケ
丘
４
¦
１
¦
２

税
・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
⑤
市
条
例
で
定
め
る
収
入
基

準
（
月
額
所
得
が
一
般
世
帯
で

15
万
８
０
０
０
円
以
下
、
裁
量

世
帯
で
21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

に
該
当
※
所
得
の
算
出
方
法
は

建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
▼
申
込
書
配
布
・
申
込
受

付
期
間

　
３
月
１
日
㈫
〜
15
日

㈫
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▼
申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課

へ
収
入
の
あ
る
方
全
員
の
収
入

が
わ
か
る
書
類
（
平
成
21
年
分

源
泉
徴
収
票
な
ど
）を
持
参
し
、

説
明
を
受
け
た
後
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
本
人
ま
た

は
同
居
す
る
家
族
の
方
が
申
し

込
む
※
必
要
書
類
は
各
個
人
ご

と
に
異
な
る
（
取
得
ま
で
日
数

を
要
す
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

申
し
込
み
に
は
余
裕
を
持
っ
て

ご
来
庁
く
だ
さ
い
）
／
申
込
後

の
書
類
の
返
却
は
し
な
い
▼
入

居
者
の
決
定
方
法

　
申
込
者
の

生
活
及
び
住
宅
困
窮
度
を
採
点

し
、
入
居
者
選
考
委
員
会
で
入

居
候
補
者
数
名
を
選
考
。
入
居

候
補
者
に
よ
る
公
開
抽
選
を
行

い
決
定
す
る

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
建

設
課

　
管
理
Ｇ

　
内
線
２
５
４

▼
日
時

　
３
月
12
日
㈯
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
▼
場
所

中
央
公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内

容
　
相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
・

成
年
後
見
制
度
・
建
設
業
許
可
・

農
地
転
用
・
会
社
設
立
・
各
種

契
約
書
作
成
に
関
す
る
事
な
ど

※
事
前
予
約
不
要

▼
問
合
先

　
茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部  

☎
58
¦
０
４
８
６

▼
募
集
戸
数

　
１
戸
▼
募
集
住

宅
　
２
０
２
号
棟
２
０
１
号
室

▼
規
格

　
３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６
畳

×
２
間
＋
洋
室
４
畳
半
＋
Ｄ
Ｋ
）

※
募
集
期
間
中
に
空
き
室
が
発

生
し
た
場
合
は
、
募
集
住
宅
に

含
め
る
▼
所
在
地

　
薬
師
台
四

丁
目
２
¦
３
▼
家
賃
（
月
額
）

収
入
及
び
扶
養
親
族
数
等
に
よ

り
決
定
▼
応
募
資
格

　
次
の
①

〜
⑤
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
住

宅
困
窮
者
で
あ
る
②
市
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
④
県

開催・募集

県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

無
料
相
談
会

募
　
　
集
 

市
営
薬
師
台
住
宅
入
居
者

救
命
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

自
殺
予
防
対
策
講
座

　
平
成
10
年
か
ら
現
在
ま
で
、

自
殺
者
は
毎
年
３
万
人
を
超
え

て
お
り
、
自
殺
予
防
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。『
死

に
た
い
』
と
思
う
人
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
、
自

殺
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
一
緒
に

進
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
▼
日
程

　
第
１
回

　
３
月
10

日
㈭
「
ス
ト
ッ
プ
自
殺
対
策

こ
こ
ろ
の
回
復
と
身
体
回
復
」／

第
２
回

　
３
月
17
日
㈭「
ス
ト

ッ
プ
自
殺
対
策 

地
域
で
取
り

組
む
必
要
性
」▼
時
間

　
午
前

10
時
〜
正
午
▼
講
師

　
寺て

ら
し
ま島

康や
す
し

氏（
つ
く
ば
メ
ン
タ
ル
ク
リ

　土地区画整理組合の設立認可申請が
ありましたので、土地区画整理法に基
づき、事業計画の縦覧を行います。こ
の事業計画に意見のある利害関係者の
方は県知事に意見書を提出できます。

▼縦覧期間　２月15日㈫〜３月1日㈫
　　　　　　８:30 〜 17:15

▼縦覧場所　市役所都市計画課

▼ �意見書提出期間　※郵送可（期間内必着）
　２月15 日㈫〜３月 15 日㈫

▼ �意見書提出先　〒310-8555 水戸市笠原
町 978-6  茨城県知事　橋本昌あて

　（県庁土木部都市局都市整備課扱い）
●問合先
◦県庁都市整備課  ☎ 029-301-4622（直通）
◦市役所都市計画課  ☎ 45-1963（直通）

守谷市松並土地区画整理組合の
設立認可に係る事業計画の縦覧
守谷市松並土地区画整理組合の
設立認可に係る事業計画の縦覧

守谷市立沢1946‒2

ソフトバンク守谷

守谷市松ケ丘1-4-2宮田ビル1F
TEL : ０２９７－４７－００００
営業時間：11:00～20:00  年中無休／P有

最新情報・便利情報満載のHPへGO！

検索

国道 294号線沿い、
大きな看板が目印！！

ソフトバンク守谷

iPad for everybody.
今だけ驚きのプライスで。

iPad Wi-Fi+3G(16GB)
通信料から端末代金と
同額を割引
(iPad専用)データ定額プラン4,410円/月
ウェブ基本使用料315円/月

実質負担

0円

●問合先　常総広域消防本部　警防課
　　　　　☎23-0903

常総広域消防本部に

高度救助隊が発足！

 JA 共済全国小・中学生 第 54回 書道コンクール JA共済全国小・中学生 第 54回 書道コンクール JA共済全国小・中学生 第 54回 書道コンクール

農林水産大臣賞
優秀学校賞 受賞！受賞！
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お知らせ・開催

　
守
谷
浄
水
場
で
は
、
災
害
時

等
の
停
電
に
備
え
非
常
用
発
電

設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
点

検
時
の
電
源
切
替
に
要
す
る
数

秒
間
、
水
道
水
の
圧
力
が
一
時

的
に
低
下
し
、
蛇
口
か
ら
水
道

水
の
出
が
悪
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
故
障
に
よ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
点
検
日
時

　
２
月
24
日
㈭
午

前
９
時
〜
正
午

▼
問
合
先

　
上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ

　
☎
48
¦
１
８
４
２

　
小
児
慢
性
疾
患
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
方
の
不
安
や
悩
み

を
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
持
つ

ピ
ア
（
仲
間
）
相
談
員
が
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
（
無
料
・

秘
密
厳
守
）。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
▼
申
込
方
法

　
申
込
先

に
電
話
で
氏
名
・
連
絡
先
・
相

談
内
容
等
を
伝
え
て
申
し
込
む

（
後
日
、
県
難
病
団
体
連
絡
協

議
会
登
録
の
相
談
員
が
申
込
者

に
電
話
を
し
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
）
▼
申
込
先

　
県

難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
☎
０

２
９
¦
２
４
４
¦
４
５
３
５

▼
問
合
先

　
県
子
ど
も
家
庭
課

児
童
育
成
・
母
子
保
健
担
当

☎
０
２
９
¦
３
０
１
¦
３
２
５
７

（
直
通
）

　
税
理
士
事
務
所
で
は
、
確
定

申
告
の
時
期
に
合
わ
せ
、
少
額

な
還
付
申
告
相
談
及
び
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

▼
実
施
日

　
２
月
23
日
㈬
（
税

理
士
記
念
日
）
▼
対
象

　
年
金

を
受
け
て
い
る
方
、
給
与
所
得

者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
、
年
の
途
中
で
退
職

ま
た
は
就
職
さ
れ
た
方
な
ど

▼
相
談
方
法

　
最
寄
り
の
税
理

士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡

し
て
か
ら
相
談
す
る
※
電
話
連

絡
受
付
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
問
合
先

　
関
東
信
越
税
理
士

会
竜
ケ
崎
支
部

　
☎
０
２
９
７

¦
64
¦
７
０
８
７

　
４
月
１
日
か
ら
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

発
電
設
備
点
検
に
伴
う

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

小
児
慢
性
疾
患
ピ
ア
相
談

（
電
話
相
談
／
無
料
）

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の

策
定
は
お
済
み
で
す
か
？

開
　
　
催
 

税
理
士
に
よ
る

還
付
申
告
無
料
相
談

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定
・
届
出
、
公
表
・
周
知
の
義

務
が
、
労
働
者
３
０
１
人
以
上

の
企
業
か
ら
１
０
１
人
以
上
の

企
業
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
相
談

会
・
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　
２
月
16
日
㈬
・
22

日
㈫
、
３
月
２
日
㈬
▼
開
催
時

間
　
①
午
前
10
時
〜
②
午
前
11

時
〜
③
午
後
１
時
30
分
〜
④
午

後
２
時
30
分
〜
⑤
午
後
３
時
30

分
〜
※
各
回
１
時
間
▼
申
込
方

法
　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

茨
城
労
働
局

　
雇
用
均
等
室

水
戸
市
宮
町
１
¦
８
¦
31

☎
０
２
９
¦
２
２
４
¦
６
２
８
８

　全国の小・中学生を
対象とした平成 22 年度
のＪＡ共済全国書道コン
クール（後援：文部科学
省ほか）において、松ケ
丘小学校２年の岩

い わ い

井瑠
る み

美
さん（写真）の作品が条
幅の部で最優秀賞の農林水産大臣賞に選ば
れました。また、松ケ丘小学校も優秀学校
賞を受賞しました。おめでとうございます。

　今年１月１日に常総地方広域市町村圏事
務組合消防本部において、県内では４番目
となる「高度救助隊」が発足しました。高
度救助隊は、より高度な知識・経験を持ち、
最新鋭の救助資機材を活用して、人命の救
助に当たる隊員で構成されます。守谷市消
防出初式では、高度救助資機材の展示や人
命救助活動時の行動を披露しました。
◎活動車両及び高度救助資機材について
　高度救助隊員が乗る車両は、緊急消防援
助隊登録車両として４ＷＤ機能を備えたⅢ
型救助工作車で、各種災害に対応できる救
助用資機材を積載しています。
　その救助資機材の中には、がれきの中を
撮影して有毒ガスの検知などを行う画像探
査機や、倒壊した建物の中の生存者の音や
声を検知する地中音響探査機、夜間でも視
野を保つ暗視装置、災害活動時に余震等を
感知し警報を鳴らす地震警報機などの高度
な救助資機材が、従来の資機材に加えて配
備されています。

▲住民の期待と信頼に応えるべく邁
まいしん

進します
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る
方
（
平
日
の
日
中
の
取
材
が

主
）
④
自
分
で
取
材
先
（
県
内

全
域
）
に
移
動
で
き
る
方
▼
謝

礼
　
年
間
12
万
円
▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
／
市
役
所

秘
書
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
２
月
28
日
㈪
ま
で

に
応
募
す
る

▼
問
合
先

　
県
広
報
広
聴
課

☎
０
２
９
¦
３
０
１
¦
２
１
２
８

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp/

２
月
24
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

　
保

健
セ
ン
タ
ー  

☎
48
¦
６
０
０
０

▼
活
動
内
容

　
県
の
主
要
事
業

や
施
設
等
を
取
材
し
、
そ
の
結

果
を
県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
で

発
表
／
会
議
等
に
出
席
▼
任
期

１
年（
４
月
〜
平
成
24
年
３
月
）

▼
募
集
人
数

　
４
人
▼
応
募
資

格
　
①
県
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
女
性
（
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
）
②
公
務
員
や
議
会
の
議

員
で
な
い
方
③
取
材
先
の
要
望

す
る
日
時
に
応
じ
て
取
材
で
き

後
０
時
30
分
▼
対
象

　
中
学
１

年
生
〜
高
校
１
年
生
の
女
生

徒
、
５
ワ
ク
チ
ン
対
象
者
の
保

護
者
、
一
般
市
民
▼
定
員

　
先

着
１
０
０
人
▼
内
容

　「
子
宮

頸
が
ん
予
防
接
種
と
は
？
／
ヒ

ブ
と
は
ど
ん
な
病
気
？
／
注
射

の
効
果
は
ど
の
く
ら
い
？
」
な

ど
、
５
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

や
病
気
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会

▼
演
題

　
５
ワ
ク
チ
ン
の
病
気

と
予
防
効
果
▼
講
師  

城じ
ょ
う
が
も
と

賀
本

満み
つ

登と

氏
（
総
合
守
谷
第
一
病
院

院
長
）、
高た

か
は
し橋

慎し
ん
じ治

氏
（
東
京

医
科
歯
科
大
学
病
院
周
産
・
女

性
診
療
科
助
教
）
▼
申
込
方
法

　
市
で
は
１
月
１
日
か
ら
、
子

宮
頸け

い

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水

痘
予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ワ
ク

チ
ン
は
任
意
接
種
で
あ
り
、
必

要
性
や
効
果
を
理
解
し
た
上
で

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
講
演
会
で
５
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
へ
の
理
解
を

深
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
２
月
26
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
※
開
場
午

　市では、生後２か月までの赤ちゃんとその親を
対象に、保健センターの保健師またはもりや助産
師グループの助産師による新生児訪問を実施して
います。
　赤ちゃんと一緒の生活をスタートしてみると、
赤ちゃんは大きくなっているのかな？　おっぱ
い・ミルクは足りているのかな？　夜になかなか
寝てくれないのはどうしてなど、いろいろ気掛か
りなことがあり、不安は尽きないと思います。
　新生児訪問は、第１子に限らず訪問し（図１参
照）、訪問を受けた方の満足度は、図２のとおり
です。なお、「大変満足」「満足」の理由としては、
◦ 細かいところまで具体的に話が出来て、自分に

あったアドバイスをもらった（10 人）
◦ 心が弱っている時に、とても親身に話を聞いて

くれて安心した（６人）
◦ いろいろな話ができたし、頭囲・体重などを測っ

てもらい、安心した（３人）
◦２人目の育児について話を聞くことができた
◦近くの医療機関等を教えてもらえて、助かった
などです。このことから分かるように、赤ちゃん
の発育・発達だけでなく、お母さんの体や心のこ
となども相談できます。育児の不安軽減につなげ
るため、保健センターでは積極的に取り組んでい
ます。パジャマ姿でも受けられる訪問なので、気
軽にご利用ください。

※ 平成 22 年８〜 10 月に実施した３〜４か月児健
康診査受診者へのアンケート結果（総数 124 人）

ヘルシー保健師だより　 

新生児訪問をご利用ください！
●問合先　保健センター　☎48－6000

vol.44

５
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

講
演
会

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

誘
わ
れ
て
も
断
る
勇
気
。

薬
物
乱
用「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」

図１　お子さんは

第３子  8.9%

第１子
51.6% 大変満足

70.3%

満足
27.7%

どちらともいえない  2.0% 

第２子
39.5%

図２　訪問の満足度

募　　集

守谷にインターナショナルプリスクールＯＰＥＮ！
小さな子供たちのインターナショナルスクール
プレイグループでは、全米で高い評価を集める

『クリエイティブ・カリキュラム®』をベースに、
子どもの発達段階と興味分野に基づく環境の中、

創造性、自ら考える力、社会性や自立心を伸ばし、

未来の国際人を育成することを目標にしています。

外国人のティーチャーと楽しい遊びの経験の中で、

自然な形で英語を身につけていきます。

www.playgroup.jp/moriya プレイグループ守谷校守谷市松前台２-１-３ お気軽にお問い合わせください

本格的なインターナショナルプリスクールで日本に居ながらプチ留学！
2011 年２月より無料体験始まります！ご予約はお早めに！

tel : ０２９７－５０－０５９０ moriya

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
月
末
ま
で

入
会
金
７
５
％
割
引

P R O G R AM S

プリスクール
２才～３才児クラス

Ｍ＆Ｍ
８ヶ月～24ヶ月児クラス

キンダースクール
幼稚園児クラス

10広報もりや2011.2.10

市
大
柏
９
５
０
¦
１

　「
食
育

事
業

　
お
や
つ
に
つ
い
て
」
係

▼
対
象

　
市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
等
を
有
す
る
方
▼
掲
載

号
　
４
月
〜
９
月
の
10
日
発
行

号
▼
募
集
数

　
各
月
６
枠
（
半

枠
）
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
広

告
料

　
半
枠
（
45
㎜
×
85
㎜
）

１
万
５
千
円
、
全
枠
（
45
㎜
×

１
７
５
㎜
）
３
万
円
▼
広
告
の

内
容

　
守
谷
市
広
告
掲
載
要
綱

及
び
基
準
等
で
規
定
（
法
令
に

違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
広

告
、意
見
広
告
等
は
掲
載
不
可
）

▼
提
出
書
類

　
①
申
込
書
（
秘

書
課
に
用
意
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
②
広
告
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
）
③
デ
ー
タ

を
紙
に
打
ち
出
し
た
も
の
※
返

却
は
し
な
い
▼
申
込
方
法

　
３

月
４
日
㈮
必
着
で
書
類
を
郵
送

ま
た
は
直
接
窓
口
へ
提
出
す
る

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
秘

書
課

　
秘
書
・
広
報
Ｇ

　
内
線

３
２
２

　
お
子
さ
ん
は
、
ど
ん
な
「
お

や
つ
」
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
に
と
っ
て
食
事
の
一
部

で
あ
る
お
や
つ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　
３
月
５
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
※
午
前
９

時
15
分
受
付
▼
会
場

　
保
健
セ

ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
▼
対
象

市
内
在
住
の
４
・
５
歳
児
と
そ

の
保
護
者
※
託
児
な
し
▼
募
集

人
数

　
18
組
36
人
※
超
過
の
場

合
抽
選
▼
内
容

　
か
み
か
み
メ

ニ
ュ
ー
の
実
習
、「
お
や
つ
」

と
「
か
む
こ
と
」
に
つ
い
て
の

お
話
▼
メ
ニ
ュ
ー

　
じ
ゃ
こ
と

わ
か
め
の
せ
ん
べ
い
▼
費
用

１
組
に
つ
き
５
０
０
円
▼
持
ち

物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
水
筒
（
飲
み
物
）
※

そ
れ
ぞ
れ
参
加
人
数
分
を
持
参

▼
申
込
方
法

　
は
が
き
に
「
住

所
、
参
加
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
お
子
さ
ん
の
年
齢
、
電

話
番
号
」
を
記
入
し
、
２
月
24

日
㈭
必
着
で
申
し
込
む
※
決
定

通
知
書
は
２
月
末
に
発
送
予
定

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
児

童
福
祉
課

　
内
線
１
５
２

〒
３
０
２
¦
０
１
９
８

　
守
谷

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
性
別
・
入
学
予
定
小
学

校
名
、
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
」
を

明
記
し
、
３
月
１
日
㈫
〜
15
日

㈫
必
着
で
郵
送
す
る
▼
公
開
抽

選
　
３
月
18
日
㈮
午
後
３
時
〜

取
手
警
察
署
１
階
ロ
ビ
ー
▼
当

選
発
表

　
当
選
者
に
は
抽
選
翌

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
文
書
で

連
絡
※
選
外
者
に
は
連
絡
し
ま

せ
ん

▼
応
募
・
問
合
先

　
取
手
警
察

署
交
通
課「
一
日
警
察
署
長
」係

〒
３
０
２
¦
０
０
１
７

取
手
市
桑
原
９
５
５
¦
１

☎
０
２
９
７
¦

77
¦
０
１
１
０

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

前
に
取
手
警
察
署
「
一
日
警
察

署
長
」
を
開
催
し
ま
す
。
守
谷

市
、
取
手
市
、
利
根
町
の
各
市

町
か
ら
選
ば
れ
た
合
計
８
人
の

新
小
学
１
年
生
が
警
察
署
長
を

委
嘱
さ
れ
、
警
察
官
に
訓
辞
を

行
い
、
市
長
を
訪
問
し
て
交
通

事
故
防
止
な
ど
を
訴
え
ま
す
。

▼
日
時

　
４
月
５
日
㈫
午
前
９

時
〜
正
午
ご
ろ
▼
場
所

　
取
手

警
察
署
及
び
守
谷
市
役
所
▼
対

象
　
４
月
に
市
立
小
学
校
へ
入

学
予
定
の
児
童

　
男
女
各
１
人

▼
応
募
方
法

　
は
が
き
に
「
住

食
育
事
業
　「
お
や
つ
」

〜
か
む
こ
と
の
大
切
さ
〜

平
成
23
年
度
上
半
期
分

広
報
も
り
や
掲
載
広
告

一
日
警
察
署
長

子宮頸がん・乳がんの検診を受けましたか？
けい

　市が実施する子宮頸がん・乳がんの医療機
関検診をまだ受診していない方は、お早めに
お申し込みください（２・３月は、検診が混
雑する時期です）。なお、「子宮頸がん・乳がん
検診無料クーポン券」が届いている方は、必
ず受診の際に医療機関に持参してください。
＊ 無料クーポン券対象外の方は、保健センター

の窓口で受診券を受け取った後の受診とな
りますので、ご注意ください。

【申込期間】
３月 31 日㈭まで（土・
日曜日、祝日を除く）

【受診期間】
申込日（受診券受取日）
〜３月 31 日㈭

【
検
診
料
金
】

子宮がん　1,600円
乳がん　超音波視触診併用　1,600円
　　　　マンモグラフィ視触診併用 1,600円
　　　　マンモグラフィ単独　800円

●申込・問合先　保健センター　☎ 48-6000

募　　集

つくば国際大学   東風小学校
は る か ぜ

首 都 圏 型 私 立 小 学 校

☎0297‒44‒6771
（百合ヶ丘１丁目4808‒15）詳しくは

新１年生・２年生・３年生
願書受付中

はるかぜ小 検索

東 洋 堂 鍼 灸 院

漢方はり、灸専門　※各種保険取扱 
神経痛、腰痛、ムチウチ、五十肩、小児バリ 

介護支援専門員第 10-774 号 

守谷市板戸井 2284-3 
AM9:00～PM7:00 
休診日　木曜日　 

（ケアマネージャー）飯 田 孝 道 
予約制　TEL  48–6461 新

守
谷
駅 

マ
ッ
ク 

アピタ
コンビニ 

セブンイレブン 

Ｒ
２
９
４ 

ふ
れ
あ
い
道
路 

ビッグＡ 

第一病院 

東洋堂 
鍼灸院 

守高入口 
滝下橋 

ＣＩＴＹ 

守谷高校 

医療と福祉の医療と福祉の 



  予  予約受付開始日　10:00 ～　広場：ねっこ　※ ４月の夢っ子における予約の必要な活動はありません
  ね  ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）  
　親子活動　9:30 ～　★要予約
　室内開放　（月～金曜日）　9:00 ～
  夢  地域子育て支援センター・夢っ子（☎ 45-2462）
　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30 ～ 15:30

　リ　リトミック　１歳 10:00 ～・２歳 11:00 ～　★要予約
　に　にこにこ広場〔育児相談〕10:00 ～ 12:00
　ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　講　パパとママの子育て講座〔赤ちゃん体操フォローアップ〕　10:00 ～ 12:00　★要予約

　ク　親子クッキング（保健センター）9:15 ～ 13:00　★要予約
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館１階和室）10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔1 歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
 ■北守谷児童センター「キ・ターレ」（☎ 45-2278）10:00 ～ 17:00
 　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
■南守谷児童センター「ミ・ナーデ」（☎ 21-1224）10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

月 火 水 木 金 土 日
１
夢 の・み・リ★

２
夢 の・ほ・み・お・
　 ク★

３
夢 ほ・み・お・ま

４
夢 の・ほ 12 時～・
　 み・低ほ

５ ６

７
夢 に・の 12 時～・
　 ほ・中

ね 親子活動０～３歳★

８
夢 の・み

９
夢 の・ほ・み・お

10 予 子育てサークル支援
夢 ほ・み・お・ま

11 
夢 の 12 時～・ほ・
　 み・低の

12 13

14
夢 の 12 時～・ほ・
　 ポ☆

15
夢 の 13 時～

16
夢 の・ほ・み・お

17
夢 ほ・み・お・ま

18 
夢 の・ほ 12 時～・
　 低ほ

19 20

21

春分の日

22

夢 の・み 
23 予 広場４月分
　　（ねっこ） 
夢 の・ほ・み・お

24
夢 ほ・み・お・ま
  （全ひろば 12 時まで）

25
夢 の・ほ・
　 み 12 時～・低み

26
夢 講★

27

28
夢 の・ほ・北

29
夢 の・み

30
夢 の

31
　　（全広場お休み）
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■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8：30 ～ 17：15　☎ 45-1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8：30 ～ 17：00　☎ 45-2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談…南守谷児童センター　10：00 ～ 11：30　３月 11 日㈮、24 日㈭
■育児相談　※電子メールでの相談も行っています（アドレスは『お便り』やホームページ等に掲載）

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45-2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45-8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-6000

子育て支 援 情 報

ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/３月の子育てカレンダー

・地域子育て支援センター　9:30～ 16:00
・まつやま保育園　　　　　9:00～ 16:00
・わかばのもり保育園　　　9:00～ 16:00
・土塔中央保育所　　　　10:00～ 16:00
・北園保育所　　　　　　10:00～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
）

▷�予定は変更される場合
があります。
▷�詳細は各事業所へお問
い合わせください。
▷�子育て情報は、支援セ
ンター発行の『お便り』
（各広場や市役所・公民
館などで入手）や、ホー
ムページで見ることが
できます。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　便
利
で
お
得
な
納
め
方

問合先
・
土
浦
年
金
事
務
所
　

☎
０
２
９
︱
８
２
４
︱
７
１
２
１

・
市
役
所
国
保
年
金
課
　
保
険
年
金
Ｇ

内
線
１
０
５
・
１
０
６

◎
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

⇒

？

？
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た
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？

　�

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
月
以
降
の
国

民
年
金
保
険
料
は
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
払
い
過
ぎ
た
保
険
料
は

戻
っ
て
き
ま
す
。
後
日
、
年
金
事
務
所

か
ら
保
険
料
を
お
返
し
す
る
還
付
請
求

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
返
送
す
れ
ば
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が

あ
な
た
の
指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
（
口
座
振
替
で
引
き
落
と
し
過

ぎ
た
保
険
料
も
同
じ
扱
い
で
す
）。

　�

　
な
お
、
保
険
料
還
付
請
求
書
に
つ
い

て
は
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
を
す
る
こ
と
で
、
以
後
は
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
立
替
納
付
を
行

う
も
の
で
す
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提

示
し
、
直
接
納
付
い
た
だ
く
方
法
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希
望
の
場

合
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
土
浦

年
金
事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は

口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替
の
早
割
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
６
か
月
分
・
１

年
分
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の
割
引

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
の

前
納
の
申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
土
浦
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ら
く
ら
く
納
付

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

マ
ー
ク
の
つ
い
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
利
用

の
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

利
用
方
法
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は

　
国
民
年
金
保
険
料
を
１
年
分
前
納
し
た

け
れ
ど
、
途
中
で
就
職
し
て
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
た
場
合
、
３
月
分
ま
で
前
納
し

■
早
割
（
当
月
末
日
振
替
）

→
月
々
50
円
割
引

■
通
常
（
翌
月
末
日
振
替
）
→
割
引
な
し

●
前
納（
一
括
払
い
）で
お
得
な
割
引
！

　
前
納
＆
口
座
振
替
な
ら
も
っ
と
お
得
！

　
前
納
と
は
、そ
の
年
度
の
１
年
度
分（
４

月
～
翌
年
３
月
分
）
や
６
か
月
分
（
４
月

～
９
月
分
／
10
月
～
翌
年
３
月
分
）
を
前

も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
で
す
。
前

納
に
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
り
、
お

得
で
す
。
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

も
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
、
さ
ら
に
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

◆
申
込
時
期

　
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
申
込

後
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
前
納
の
申
し
込
み
は
、
１
年
度
分
及

び
上
期
６
か
月
分
（
４
月
～
９
月
分
）
は

２
月
末
ま
で
に
、
ま
た
下
期
６
か
月
分

（
10
月
～
翌
年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま
で

に
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預

金
通
帳
、
預
金
通
帳
届
出
印
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
既
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い

る
方
は
、手
続
き
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
事
前
に

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
受
給
す
る

に
は
一
定
の
要
件
が
必
要
）。
万
が
一
の

と
き
の
た
め
に
も
、
月
々
の
保
険
料
は
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険

料
免
除
制
度
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、

学
生
で
あ
れ
ば
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
現
金
で
納
付
で
き
ま
す
。
納
付
書

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
納
付
方
法
が
選
べ

る
上
、
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

納
め
た
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
月
々
の
保
険
料
も
口
座
振
替
な
ら

　
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
便
利
！

　
毎
月
の
保
険
料
は
通
常
、
当
月
分
が
翌

月
末
に
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
が
、
当
月
分

が
当
月
末
に
口
座
振
替
さ
れ
る
「
早
割
」

に
す
る
と
月
々
50
円
割
引
（
年
間
６
０
０

円
割
引
）
に
な
り
ま
す
。

※
初
回
分
の
み
２
か
月
分
の
振
替

国
金
民

年

年
金
事
務
所
職
員
を
名
乗
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
最
近
、
年
金
事
務
所
の
職
員
を
装
っ
て

自
宅
を
訪
問
し
、「
年
金
の
手
続
き
が
終

わ
っ
て
い
な
い
。
代
わ
っ
て
手
続
き
を
す

る
の
で
、
手
数
料
を
支
払
っ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
と
言
い
、
そ
の
場
で
現
金
を
請
求
す

る
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
自
宅
を
訪
問
し

て
、
年
金
手
続
き
の
手
数
料
を
請
求
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
を
名
乗
っ
た

訪
問
や
電
話
で
不
審
な
点
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
年

金
事
務
所
に
確
認
す
る
な
ど
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員
が
訪
問
す

る
際
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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レジデントアーティストはどんなふうに選ばれているのか？

レジデントアーティストとは？
　アーティスト・イン・レジデンス（以下 AIR）
は、アーティストが、普段の活動拠点ではない
場所に一定期間滞在して行う制作を支援する活
動です。世界中の多くのアーティストが、創作
意欲を高めたり、アーティストとして飛躍する
チャンスを求めて AIR を活用したいと希望して
います。アーカスでは AIR を運営し、多くのアー
ティストを招いてその活動と想いを支えていま
す。そして、アーカスに滞在するアーティスト
のことを「レジデントアーティスト」と呼んでいます。
　昨年の秋にも３組のレジデントアーティスト
が守谷に滞在しました。彼らは、426 人の応募者
の中から、二段階の審査を経て選ばれた３組で
した。アーカスのレジデントアーティスト公募
は、毎年２月から３月の２か月間、主にインター
ネットを通じて世界中に情報が配信され、その
期間にそれを見た応募者が同じくインターネッ
ト上で応募の手続きを行います。
　アーティストがアーカスに応募をするときの
条件は、今までの活動を紹介する画像を資料と
して添付し、履歴や応募動機、守谷市での３か
月間を「どういった制作活動をして過ごし、ど
のように自分の将来の糧とするか」という提案・
想いを作文にして提出してもらいます。
審査方法は地域目線と国際基準
　前述のように選考作業は書類審査という方法で
行われます。まず、スタジオスタッフとディレク
ター（今年度の選考には、前任のディレクターも
参加）で、ひとつひとつの書類と資料に目を通し
ながら応募数 426 件を数十件にまで絞る一次選考
を１か月以上かけて丁寧に行います。日本の社会、
茨城・守谷の地域性を十分に考慮しながら、アー
カスの潜在力、影響力や機能を把握している現場
のスタッフが一次審査を行うことは、必要な段階
として選考に取り入れています。それというのも、
AIR は多種多様な種類があり、応募してくるアー
ティストもその種類を上回る個性の集まりですの
で、「よい／わるい」ではなく、茨城・守谷・アー
カスに「合うか／合わないか」または「必然性が
あるか／ないか」というマッチングを検証する選

考となるからです。
　そして、そのうちの誰がアーカスに滞在するこ
とになっても、「問題がない」「期待できる」アーティ
ストが最終選考に残ります。その後、事前に選考
委員として任命した３人の国際的に活動するキュ
レーターに最終選考で残った応募者の資料を送り
ます。それぞれの選考委員がすべての書類に目を
通し、順位をつけて実行委員会に提出します。
　その後、順位を集計し、10 ～ 15 人に絞り込み、
そこからさらにメールのやり取りで議論を交わし、
関係者全員が納得し、一致するまでスタジオが進
行をしながら意見交換を続けます。そうして、よ
うやくアーカスプロジェクトの運営方針とその年
のテーマや課題にふさわしいレジデントアーティ
ストが決定します。
　現在のところ、アーカスの選考会はすべて非公
開で行っています。応募者の個人情報を取り扱っ
ているということに加え、審査結果はこちらが想
定するよりもはるかに応募者の人生に大きく影響
するため、できる限りの配慮をする姿勢を貫いて
いるためです。
　選考はアーカススタジオの現場を預かるスタッ
フが担っているため、市民の皆さんの意見や期待
などは我々のフィルターを通して反映されていま
す。またレジデントアーティストにとっては、先
輩住民である守谷の皆さんからの情報やコメント
があることで、アーカスの審査自体が生き生きと
した意味の深いプロセスになると言えるのです。
　今 ､ レジデントアーティスト不在のスタジオで
は、アーカスをより意義深い事業へと展開するた
めの準備が日々進行中です。ご期待ください。

「おやこで楽しむアート2011（２月の回）」
　毎月１回の未就学児と保護者の方を対象とし
た人気ワークショップを開催予定です。
○日時　２月 25 日㈮　10：30 ～ 11：30
○会場　もりや学びの里　和室２
○参加費　子ども１人　300 円（材料代）
○アーティスト　稲

いながき

垣立
た つ お

男
※ 当日受付／ただし、希望者が多い場合、参加

をお断りすることあり（前日までの予約を推奨）

●問合先　アーカススタジオ（10:00～18:00)	守谷市板戸井2418　もりや学びの里内
　　　　　☎	 46－2600	 	 	 （モコバス白寿荘・板戸井ルート「守谷高校前」下車）
　　　　　 arcus@arcus-project.com　 http://www.arcus-project.com/

MORIYA
滞在記

国際交流員
ブリタさんの
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青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
キ
リ
バ
ス
へ
！

う
予
定
で
す
。
現
地
で
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
！

　
日
本
人
と
日
本
に
暮
ら
す
外

国
人
に
と
っ
て
「
ハ
ン
コ
」
は

必
需
品
で
す
ね
。
３
年
以
上
守

谷
に
暮
ら
し
て
、
そ
れ
は
当
た

り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
と
き
に
、

サ
イ
ン
文
化
と
ハ
ン
コ
文
化
の

違
い
に
つ
い
て
考
え
始
め
ま
し

た
。
日
本
は
、
な
ぜ
ハ
ン
コ
文

化
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

な
ぜ
サ
イ
ン
文
化
が
発
展
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　
調
べ
始
め

た
ら
、
ば
っ
ち
り
の
答
え
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表

意
文
字
と
表
音
文
字
の
関
係
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
て
い
た

羊
皮
紙
の
関
係
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
理
由
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
実
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

中
世
に
お
い
て
印
章
の
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
で
全

部
の
案
件
を
署
名
で
き
な
い
要

人
、例
え
ば
教
皇
、皇
帝
、王
様
、

ん
廃
れ
て
き
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
り
ま
し
た
。

　
私
が
守
谷
に
来
る
前
に
、
前

任
者
が
「
ブ
リ
タ
と
い
う
印
鑑

の
字
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
、
カ
タ
カ
ナ
で
は
つ
ま
ら

な
い
の
で
漢
字
に
し
た
い
と
思

い
、「
葡
梨
汰
」
と
い
う
字
を

選
び
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
普
通
の

日
本
の
苗
字
よ
り
簡
単
に
偽
造

で
き
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
！

世
界
の
家
庭
料
理
教
室

　
３
月
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
限
ら

ず
世
界
の
家
庭
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
講
師
に
料
理
の
母

国
の
方
を
招
い
て
教
え
て
も
ら

い
ま
す
。
今
回
は
、
お
い
し
い

韓
国
料
理
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
17
日
㈭
午
前
10

時
～
▼
場
所

　
北
守
谷
公
民
館

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
20
人
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費

　
８
０
０
円
程
度

▼
申
込
期
限

　
３
月
７
日
㈪

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
市

民
協
働
推
進
課

　
内
線
１
３
２

ま
た
は
市
、
同
業
者
組
合
な
ど

の
団
体
の
代
表
者
が
―
も
し
か

し
た
ら
中
に
は
文
字
が
書
け
な

い
人
も
い
た
―
公
証
の
た
め
に

使
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も

市
役
所
な
ど
の
認
証
は
印
章
の

よ
う
な
ス
タ
ン
プ
で
公
証
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
の

方
は
自
分
の「
ハ
ン
コ
」を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ア
パ
ー
ト
、
自

動
車
な
ど
の
契
約
は
、
も
ち
ろ

ん
署
名
で
確
認
し
ま
す
。

　
小
学
生
の
時
に
―
小
切
手
の

時
代
で
し
た
―
両
親
の
署
名
を

と
て
も
格
好
い
い
と
思
っ
て
、

お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
自
分
の
サ

イ
ン
の
流
れ
を
よ
く
練
習
し
ま

し
た
。
中
学
生
の
時
は
、
自
分

の
欠
席
届
の
た
め
、
両
親
の
サ

イ
ン
を
似
せ
て
み
ま
し
た
が
、

や
っ
ぱ
り
無
理
で
し
た
。

　
そ
の
話
を
思
い
出
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
署
名
文
化
は
、
日
本

の
印
鑑
文
化
よ
り
も
安
心
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
署
名
は

字
の
癖
も
あ
り
、
本
人
し
か
書

け
な
い
の
で
、
ま
ね
は
簡
単
に

で
き
な
い
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
印
鑑
は
三
文
判

が
普
及
し
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
で
い
く
ら
で
も
買
え
る
時
代

で
す
。
署
名
の
方
が
証
明
能
力

が
あ
る
た
め
、
印
鑑
が
だ
ん
だ

　市
内
在
住
の
手て

づ
か塚

友と
も
み美

さ
ん

が
12
月
ま
で
青
年
海
外
協
力
隊

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
事
業
）
に
参
加
し
、
キ
リ
バ

ス
共
和
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
派
遣
国
で
は
、
看
護
師
と
し

て
病
院
で
の
緊
急
外
来
業
務
に

加
え
て
、
看
護
技
術
指
導
も
行

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
キ
リ
バ
ス
へ
！

　南米大陸のほぼ中央に位置するペルー共和国は、遠くて近い国。
ペルーの人々は私たち日本人と同じ民族で、赤ちゃんのお尻には
蒙
も う こ は ん

古斑が出るのだそうです。1874 年に南米で初めて日本と国交
を結び、多くの日本人が移民した国。マチュピチュ、ナスカの地
上絵などユネスコの世界遺産だけでなくジャガイモ、トマトなど
の原産地としても有名です。今回は、大使にこれからの経済関係
や貿易のことなど、日本とペルーの将来について語っていただき
ます。興味のある方は、ぜひご参加ください。
▶日　時　３月５日㈯　13:30 ～ 15:00　※ 懇談会　15:10 ～ 16:00
▶会　場　国際交流研修センター（ログハウス）　▶定員　80 人
▶参加費　無料※懇談会参加者は 300 円（当日徴収・学生無料）
▶申込期限　３月４日㈮
●申込・問合先　市役所市民協働推進課　協働推進室　内線 132
☆MIFA（守谷市国際交流協会）では会員を随時募集しています。
　詳細はお問い合わせください。〔年会費 大人1,000円／学生500円〕

MIFA世界を知るシリーズ第18回　ペルー共和国大使講演会
特命全権大使　フアン・カルロス・カブニャイ氏

「日本とペルーの新しい関係」

MORIYA
滞在記

ここに押してください！
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▼
内
容

　
伝
統
芸
能
太
鼓
▼
日

時
　
２
月
17
日
㈭
、
３
月
17
日

㈭
（
全
２
回
）
午
後
８
時
〜
８

時
30
分
▼
会
場

　
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
▼
対
象

　
高
校
生
以
上

の
方
▼
参
加
費

　
無
料
▼
申
し

込
み

　不
要

▼
問
合
先

　
酒
井

　
☎
48
¦
１

７
３
９

◎
は
な
み
ず
き

▼
内
容

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
▼
日

時
　
２
月
25
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時
▼
会
場

　
中
央
公
民
館
集

会
室
▼
参
加
費

　
５
０
０
円（
材

料
費
）
▼
申
込
方
法

　
２
月
20

日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
高
島

☎
50
¦
０
３
３
１

▼
日
時
・
集
合
場
所

　
２
月
20

日
㈰
午
前
８
時
45
分

　
取
手
市

役
所
▼
会
場

　
筑
波
大
学
▼
定

員
　
先
着
40
人
▼
講
師

　
千ち

ば葉

親ち
か
ふ
み文

氏（
筑
波
大
学
生
命
環
境
科

学
研
究
科
准
教
授
）
▼
参
加
費

７
０
０
円
▼
持
参
品

　
筆
記
用

具
、弁
当
、水
筒
、イ
モ
リ
持
ち

帰
り
容
器（
里
親
希
望
者
の
み
）

▼
申
込
・
問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

０
９
０
¦
３
１
３
７
¦
５
５
１
１

０
２
９
７
¦
78
¦
７
３
１
０

時
〜
午
後
５
時
、
20
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
▼
会
場

　
郷

州
公
民
館
ロ
ビ
ー
▼
内
容

　
手

工
芸

○
発
表
会

▼
日
時

　
２
月
20
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
▼
会
場

　
郷
州

公
民
館
集
会
室
▼
内
容

　
リ
ト

ミ
ッ
ク
、
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊

＊�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
徒
歩
、
自
転
車
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　
郷
州
公
民
館

☎
48
¦
６
７
１
１

　「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
諸
団
体
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　
５
月
14
日
㈯
▼
対

象
　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
諸

団
体
及
び
企
業
※
応
募
多
数
の

場
合
主
催
者
で
選
考
▼
申
込
方

法
　
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
参
加

企
画
書
（
様
式
自
由
）
を
提
出

す
る

▼
申
込
・
問
合
先

　
郷
州
公
民

館
　
☎
48
¦
６
７
１
１

◎
伝
統
芸
能
こ
ぶ
し

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
生

涯
学
習
課
内
「
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
事
務
局
」
内
線
２
７
８

〒
３
０
２
¦
０
１
９
８

　
守
谷

市
大
柏
９
５
０
¦
１

▼
日
時

　
３
月
26
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
対
象

　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上

と
保
護
者
15
組
※
１
組
２
人
ま

で
。
超
過
の
場
合
抽
選
（
最
少

開
催
組
数
６
組
）
▼
講
師

　
小お

川が
わ

実み
の
る

氏（
坂
東
市
筵む

し
ろ
う
ち内

里
山
会

会
長
）、
山や

ま
ざ
き崎

寛ひ
ろ
し

氏
（
同
副
会

長
）
▼
参
加
費

　
１
組
５
０
０

円
▼
持
参
品

　
は
さ
み
▼
申
込

方
法

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
学
年
（
年
齢
）・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
３

月
14
日
㈪
必
着
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

　
北

守
谷
公
民
館

　
☎
47
¦
０
１
１

１
　
〒
３
０
２
¦
０
１
０
１

　

守
谷
市
板
戸
井
１
９
７
７
¦
２

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
稽け

い
こ古

、

学
習
し
て
き
た
成
果
の
発
表
会

で
す
。

○
作
品
展

▼
日
時

　
２
月
19
日
㈯
午
前
９

象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

16
人
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
指

導
　
橋は

し
も
と本

和か
ず
お夫

プ
ロ
（
市
体
育

協
会
ゴ
ル
フ
部
）▼
参
加
費

　
３

０
０
０
円
※
初
日
に
徴
収
▼
申

込
方
法

　
３
月
４
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
生

涯
学
習
課
内
「
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
事
務
局
」
内
線
２
７
８

▼
開
催
日

　
４
月
21
日
㈭
▼
会

場
　
筑
波
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

▼
参
加
資
格

　
市
内
在
住
の
方

▼
参
加
費

　
３
０
０
０
円
（
参

加
費・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
み
）プ

レ
ー
費
は
各
自
負
担
▼
競
技
方

法
　
小
学
校
区
別
９
地
区
に
よ

る
チ
ー
ム
対
抗
戦
。
１
チ
ー
ム

12
人
、
う
ち
女
性
を
２
人
以
上

登
録
▼
主
催

　
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
地
区
対
抗
実
行
委
員
会

▼
申
込
方
法

　
は
が
き
に
住
所・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
３
月
４
日
㈮
必
着

で
申
し
込
む
※
地
区
別
に
編
成

す
る
た
め
、
住
所
は
必
ず
記
入

す
る
こ
と
。
応
募
者
多
数
の
場

合
、
各
地
区
で
出
場
者
を
選
考

　
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
３
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
午
前
10
時
〜
正
午
▼
会
場

　

常
総
運
動
公
園
室
内
温
水
プ
ー

ル
▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
40
人
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
講
師

　
仁に

っ
た田

栄さ
か
え

氏
・
村む

ら
や
ま山

よ
し
み
氏（
市
体
育
指
導
委
員
）

▼
参
加
費

　
１
０
０
０
円
※
初

日
に
徴
収
▼
準
備
品

　
水
着
、

タ
オ
ル
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
（
講
師
に
氏
名
が
見
え
る
よ

う
に
書
い
て
あ
る
も
の
）
▼
申

込
方
法

　
２
月
28
日
㈪
ま
で
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
生

涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ

　
内

線
２
７
８

　
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
、
春
休

み
に
ゴ
ル
フ
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

　
３
月
28
日
㈪
〜
30
日

㈬
午
前
９
時
〜
11
時
▼
会
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
守
谷
▼
対

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

郷
州
公
民
館
子
ど
も
ま
つ
り

第
７
回
守
谷
市
地
区
対
抗
ゴ

ル
フ
大
会	

参
加
者
募
集

イ
モ
リ
を
学
び
、
イ
モ
リ
に

学
ぼ
う
！	

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館

　「
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画
事
業

稲
わ
ら
で
親
子
亀
を
作
ろ
う

参
加
者
募
集

第
18
回
郷
州
公
民
館
ま
つ
り

　「
環
境
コ
ー
ナ
ー
」

参
加
団
体
募
集
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で保存、ライブラリー化され、守谷の文化遺産と
して残り、永く受け継がれていければと思います。
＜会員募集中＞☎ 45－5156（室伏）までお問い合
わせください。

　　ボランティア活動紹介⑬

　｢ 常総映像」は、ビデオ作品を制作する会員で
構成する市民団体です。
　ビデオ撮影、作品構成、編集技術などを勉強し、
会員のスキルアップを目的に、毎月の定例会、隔
月の勉強会、年２回の撮影会、コンテストなどを
行っています。自由な題材の作品を制作するほか
に、映像の表現力を活用し地域に貢献することを
目的として、地域の行事・イベントや市民団体の
活動を記録し、DVD にするボランティア活動も行っ
ています。今日の守谷の生活や風景が「動画と音声」

▶開催日　3月19日㈯　　▶場所　市民交流プラザ	ギャラリー
人生の目標を見つけたいと思っているあなた！　何か社会に役立つことをと考えているあなた！

この映画を契機に、ほんの少しの勇気を出して最初の一歩を踏み出してください。

ギ ャ ラ リ ー プ ロ グ ラ ム
１部　12：30～ 14：00
映画「つぶより花舞台」　LIFE	IS	A	STAGE
　 還暦を過ぎた 14 人のシニア劇団“かんじゅく

座”立ち上げから初舞台までの７か月を追った
ドキュメンタリー。役者は演劇経験がなく、元
教師・元銀行員・元会計士・長年介護した母を
亡くして喪失感に陥っていた女
性等さまざまな背景を持つ。若
者に負けない夢を持ったシニア
達の捨て身の挑戦が、これから
熟年を迎えるたくさんの人々に
勇気と元気を与え、忘れていた
情熱を蘇らせる。

	 	 ▶主催　市民活動支援センター
	 	 ▶共催　市民活動連絡協議会

２部　14：10～ 16：00
守谷市民とのトークセッション
鯨
くじら
エマ監督＆かんじゅく座劇団員

　▽プロフィール　
　 俳優・劇作・ときどきヘルパー。1973 年 2 月 7

日生まれ。本籍は神奈川県大磯町。劇団海千山
千主宰、劇団かんじゅく座主宰。鯨エンターテ
イメント代表。現在は J-CLIP 所属。舞台、テ
レビ、映画、ラジオ、講師など、広く浅く（気
持ちは深く）活動中。働いても働いても、作品
づくりで散財するためヘルパーとして夜勤生活
も続行中。

屋外販売　11:30～ 15:00
◦つるし飾りと和風小物〔セミナーひまわり〕
◦やきそば〔スマイル大野〕
◦たまごかけご飯（TKG）〔スマイル大野〕
◦菓子ほか〔守谷すたいる研究交流会〕

支援センターフリースペース展示

［つるし飾り］　2月25日㈮～3月19日㈯　セミナーひまわり・守谷市ネットワーカー連絡協議会

常総映像

▲定例会の集合写真（平成 23年１月）

入場無料

映像の表現力を駆使して地域の文化に貢献する
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としょかんへいこう！
2 月の児童テーマ棚「すき　きらい」

◆資料の検索はホームページから（パスワードを登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
　パソコン　http：//www.lib.moriya.ibaraki.jp/　携帯電話　https：//mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

新しく入った本

ブックスタート・赤ちゃんの本コーナー

おひざでだっこおはなし会とは

「赤ちゃんのえき」開設

2・3月
休 館 日

	 毎週月曜日　※３/21（月・祝）は中央図書館のみ開館、各公民館図書室は休室
	 ２/25 ㈮、３/22 ㈫・31 ㈭

開館時間	 中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※ 木曜日は午後１時～６時
	 各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

　絵本を通した親子のコミュニケーションを楽し
んでいただくため、保健センターで行う３～４か
月児健康診査の際、絵本やイラスト集、「はじめ
てのえほん」などが入った「ブックスタートパッ
ク」をさしあげています。
　赤ちゃんの本コーナー（図書館１階児童フロア）
では、「はじめてのえほん」に掲載した本を取り
そろえています。赤ちゃんをひざの上にのせて、
これらの絵本を読んでみましょう。絵本の世界で、
リラックスした優しい時間を過ごすことができま
すよ。ぜひたくさんの本に挑戦してみてください。

詳しくは、各館備え付けの新着リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます。

書　　名 著者名 出版社 所蔵館 請求記号 ジャンル
オーロラの科学 上出洋介 誠文堂新光社 図 451.7 ｶ 気象
40歳から始める一生衰えない筋肉のつくり方 有賀誠司 永岡書店 中 780.7 ｱ スポーツ
新幹線のしくみ ― 新星出版社 郷 546.5 ｼ 技術
世界にはばたく日本力　日本のコンピュータ・IT ― ほるぷ出版 高 K547 ｾ 児童
99 人の小さな転機のつくりかた ― 大和書房 北 281.0 ｷ 伝記
所蔵館の説明　　図：図書館　中：中央公民館　郷：郷州公民館　高：高野公民館　北：北守谷公民館

　「おひざでだっこおはなし会」は、赤ちゃんと
お母さん、お父さんのためのおはなし会です。ひ
ざの上の赤ちゃんと一緒に、わらべうたや絵本で
楽しいひとときを過ごしてみませんか。各回 30
分程度、図書館３階視聴覚室で開催しています（日
時は右記参照）。

２・３月のおはなし会

　図書館・各公民館には、授乳やおむつ交換など
ができる「赤ちゃんのえき」があり、自由に利用
できます。また、図書館１階
児童フロアには、靴を脱いで
座って本を読めるスペースが
あり、赤ちゃんと一緒にゆっ
たりと過ごすことができま
す。ぜひご利用ください。

▼日時　	２/11（金・祝）・12 ㈯・16 ㈬・18 ㈮、
　　　　３/	２㈬・８㈫・11 ㈮・12 ㈯・16 ㈬・25 ㈮・

29 ㈫
　　　　午前11時～（日時は変更になる場合があります）
　　　※	２/18 ㈮と３/25 ㈮は、「おひざでだっ

こおはなし会（赤ちゃん向け）」	

▼会場　中央図書館１階　おはなしのへや
　　　※	おひざでだっこおはなし会は、３階	視聴覚室

・・・・・高野公民館図書室　臨時休室のお知らせ・・・・・
２月 13 日㈰は、高野公民館まつり開催のため臨時休室します。

赤ちゃんにやさしい図書館においでよ！
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尚
た か こ

子、増
ま す い

井久
ひ さ え

恵、升
ますもと

本弘
ひ ろ こ

子、松
まつもと

本
由
ゆ き こ

紀子、向
むこうやま

山雅
ま さ こ

子、八
や ぎ さ わ

木澤歳
と し こ

子、吉
よ し だ

田
恵
え み こ

美子、渡
わたなべ

邉 丞
すすむ

＜工　芸＞�朝
あさくら

倉洋
よ う こ
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お の

野薫
かおる
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こ じ ま

島紀
のりゆき

行、斉
さいとうよしのり
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鈴
す ず き

木定
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吉、塚
つかはら
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み ち か つ
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て ら だ

田薫
かおる
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ひらかわ

川
鐵
て つ お

雄、広
ひ ろ せ

瀬秀
ひ で こ

子、古
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▲問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ
　　　　　内線 277

▲

期間　３月５日㈯～ 13 日㈰　９:30 ～ 16:30
　　　　※ ５日は 13:00 から、13 日は 15:00 まで▲

会場　中央公民館　☎ 48-6731▲

主催　市美術作家展実行委員会、市教育委員会▲

出品予定者（50 音順：敬称略）
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〜�守谷で活動し、多くの展覧会や美術展で入賞・入選されている美術作家の皆さんの作品を、
この機会にぜひご鑑賞ください（入場無料）〜

（
一
月
例
会
）

山
ゆ
り
俳
壇

夢ゆ
め

い
く
つ
捨す

て
て
翁お

き
なの

お
で
ん
酒ざ

け	

田
島
喜
代
四

年と
し

の
市い

ち

東と
う
き
ょ
う

京
ブ
ギ
ウ
ギ
聞き

い
た
街ま

ち	

田
中
政
太
郎

筑つ
く
ば波

よ
り
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
よ
年と

し

の
暮く

れ	

永
田

　
　
弘

冬ふ
ゆ

ざ
れ
や
片か

た
い
じ

意
地
ば
か
り
古ふ

る

雑ぞ
う
き
ん巾	

中
村

　
信
一

黙も
だ

ふ
か
し
屋や

た
い台

酒ざ
け

き
く
ガ
ー
ド
下し

た	

福
田
一
六
四

浮う

き
沈し

ず

み
奇き

れ
い麗

な
ま
ま
で
菊き

く

枯か

る
る	

福
永

　
滋
子

定さ
だ

ま
ら
ぬ
子こ

の
未み

ら
い
ず

来
図
や
は
や
師し

わ
す走	

古
谷
美
智
子

気き

お負
わ
ず
に
色い

ろ
か香

残の
こ

し
て
冬ふ

ゆ

紅も
み
じ葉	

古
谷

　
幸
子

あ
の
道み

ち

の
あ
の
裸

は
だ
か

木ぎ

へ
い
つ
行ゆ

か
む	

堀
内

　
　
昭

二ふ
た

つ
三み

つ
棹さ

お

の
届と

ど

か
ぬ
残の

こ

り
柚ゆ

ず子	

松
浦
ゆ
き
江

思お
も

い
出で

を
分ぶ

ん
べ
つ別

ゴ
ミ
へ
十じ

ゅ
う
に
が
つ

二
月	

松
本

　
住
江

二ふ
た
り人

し
て
想お

も

い
出で

重か
さ

ね
古こ

き希
の
冬ふ

ゆ	

村
上
由
利
子

極ご
く
さ
い
し
き

彩
色
の
ま
ま
枯か

れ
て
ゆ
く
ピ
エ
ロ	

諸
藤
留
美
子

珈こ
ー
ひ
ー琲

に
忙

ぼ
う
ち
ゅ
う中

閑か
ん

や
年と

し

の
暮く

れ	

安
田

　
政
子

上う
わ

の
空そ

ら

で
生い

き
て
は
い
て
も
札ふ

だ

納お
さ
め	

山
田
美
枝
子

虎も
が
り落

笛ぶ
え

父ち
ち

の
墓ぼ

ぜ
ん前

に
風か

ぜ

供そ
な

ふ	

吉
田

　
和
司

万ば
ん
か
ん感

を
夜よ

ぞ
ら空

に
置お

い
て
除じ

ょ
や夜

の
鐘か

ね	

飯
田
万
里
子

よ
み
が
え
る
刻と

き

の
起き

ふ
く伏

や
古

ふ
る
ご
よ
み暦	

飯
沼

　
信
子

入場無料

第 26回  守谷市美術作家展第 26回  守谷市美術作家展
アートなもりやを実感しよう！アートなもりやを実感しよう！アートなもりやを実感しよう！

▼日時　２月 22 日㈫　13:00 ～ 15:00
　　　　※ 受付 12:30 ～

▼会場　中央公民館ホール

▼問合先　守谷ファミリークラブ事務局
　　　　　 080-5523-6868
　　　　　 moriya_family_club@yahoo.co.jp

▼内容
◦「守谷ファミリークラブ」設立総会
◦記念講演「元気で楽しく生きるために…」
　野

の む ら

村武
た け お

男氏（筑波大学名誉教授、医学博士）
◦設立記念コンサート「トリオフローラ」

▼参加費　無料（申込不要）

総合型地域スポーツクラブ（通称  守谷ファミリークラブ）設立総会開催総合型地域スポーツクラブ（通称  守谷ファミリークラブ）設立総会開催
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年の門出を祝う
守谷市賀詞交歓会（1/6）

●まちの話題を写真記事でお届けします

知症を地域で予防するために
脳活コーチ研修会（12/18～ 20）

「御所ケ丘五丁目ふれあい小
こ み ち

径をつくる会」の
皆さんの協力により、北守谷遊歩道の後田歩道橋
脚の落書き落としとペンキ塗り作業が行われまし
た。ここにはアーカスのアーティストが描いた壁
画があり、きれいな街づくりを担っています。今
後も皆で街を大切にしていきましょう。

を合わせて身近な環境整備！
遊歩道の落書き落とし等作業（12/18）

んなの力で親しみの持てる公園を
みずき野文化財公園樹木間伐作業（12/18）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

安全・安心で親しみの持てる公園を作るため、
地元自治会の皆さんと市職員との ‶ 協働 ” による
樹木の間伐作業が行われました。各自が剪

せんてい
定ばさ

みやのこぎりを持参し、てきぱきと枝を伐採し、
陰になっている場所の間伐を行いました。この協
働作業により公園内の見通しがよくなり、安心し
て集える公園になりました。

平成 23 年守谷市賀詞交歓会がウエディングヒ
ルズアジュールで開催され、市内各界代表者など
約 170 人が一堂に会し、新春をともに慶びました。
参加者は、新年のあいさつを交わしながら交流を
図るとともに、経済状況の好転や守谷市の発展を
祈念しました。

認

力

み

新

認知症予防事業の一環として、出前サロンの
リーダーを対象に「脳活コーチ育成講座（初級）」
が市役所で開催されました。脳の機能や日常生活
で認知症を予防するための秘けつなどを学び、今
後、認知症予備軍を地域の中で早期に予防してい
く人材として活躍が期待されます。
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Moriya Photo News

ってみっかぁ   みんなで子育て
ぱーとなーしっぷフォーラムAndante2011(1/22)

男女共同参画社会に関する標語の表彰式と参
加型のフォーラムが、市と男女共同参画推進ネッ
トワークの共催により、北守谷公民館で開催され
ました。「家族の子ども・家族で子育て」をテー
マに、長

ながとも

友英
ひでのり

哲さん（ＮＰＯ法人ファザーリング・
ジャパン）の講演やパネルディスカッションが行
われ、参加者を交えた意見交換が行われました。

や

に乗って大空へ！
親子たこ揚げ大会 (1/23)

　大利根運動公園サッカー場で親子たこ揚げ大
会が行われました。参加者は広々とした場所で、
友だちや親子で一生懸命に作った自慢の「たこ」
を存分に揚げることができたようです。会場で
は、参加者に豚汁やおにぎりが振る舞われました。

風

人の仲間入り！
守谷市成人式典（1/9）

新成人 659 人を対象とした平成 23 年守谷市成
人式典が中央公民館ホールで開催されました。厳
かな式典や新成人の運営委員会企画によるイベン
トのほか、操業 20 周年となるアサヒビール㈱茨
城工場による適正飲酒セミナーもあり、皆、より
一層成人としての自覚を新たにしました。

大

ールの行方は…
市民バスケットボール大会 (1/23・30)

　常総運動公園総合体育館で市民バスケットボー
ル大会が開催されました。参加したチームは優勝
を目指し、熱戦を繰り広げました。観客の目は、
選手たちのスピード感あふれるプレイを夢中で追
いかけ、シュートが決まるたびに、会場は歓声に
包まれていました。

ボ
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2月の納期
• 固定資産税・都市計画税 … 4 期
• 国民健康保険税  ………… 8 期
• 後期高齢者医療保険料  … 8 期
• 介護保険料  ……………… 6 期

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 23年 1月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  61,098 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやクリーンカレンダー
•子育てカレンダー
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内

２
０
１
１
年
２
月
10
日
発
行

　
広
報
も
り
や
第
５
６
０
号

世　帯
人　口
　男
　女

23,091 戸
62,481 人
31,639 人
30,842 人

3月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
 2 / 7 ～  2 /10  2/23
 2 /21 ～  2 /25  3/ 9
 3 / 7 ～  3 /11  3/23
携帯版「もりやクリーンカレンダー」
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/clean/

①おなかがすくリズムがもてる子ども
　「遊び・食事・睡眠」という生活リズムを整えて、食事が楽しみ
という気持ちを育てていきましょう。
《食事前にちょっとコミュニケーション》
　わらべ歌に合わせたくすぐり遊び、
　はいはいで階段昇りなど
②食べたいもの、好きなものが増える子ども
　赤ちゃんに無理強いは逆効果。食べないのは、食べた経験が少な
いから。さまざまな食べ物を少しずつ繰り返し経験させることや楽
しい食卓づくりの工夫などがポイントです。
《親子でコミュニケーション》
　おままごとや食べ物の絵本を読む、
　大人からの声かけ (おいしいよ・
　ポリポリ音がするよ・
　いっぱい食べたね など )
③一緒に食べたい人がいる子ども
　食事は心の栄養にもなるといわれています。孤食より、家族と一
緒の食事を楽しめるような雰囲気づくりを心がけましょう。赤ちゃ
んは大人と一緒が大好きです。
《大人と一緒の取り分けメニュー》
☆ 鍋料理　出汁で具材を煮たら、離乳食用の具材を
取り分け、小さく切る。鍋全体に味付けはせず、
大人用は取り皿に取り、たれなどを付けて食べましょう。
☆ スパゲティー　ミートソースは野菜スープで薄め、
　食べやすい長さにして軟らかくゆでたスパゲティー
　を加える。
☆ カレーライス　ルーを入れる前に離乳食用の具材を取り分け、離
乳食段階に応じて調味する。りんごや
　裏ごしかぼちゃなどを加えると
　甘みが出る。

 Vol.49

担当　保健センター・学校給食センター・児童福祉課

考えてみよう！「食」のこと

乳幼児の食育の目標 ～楽しく食べる子ども～(離乳食)乳幼児の食育の目標 ～楽しく食べる子ども～(離乳食)

（－    9戸）
（＋  21人）
（＋    3人）
（＋  18人）

 日 区　　　分
 1 2 3 大井沢地区
 7 8 9 大野地区
 14 15 16 高野、乙子、南守谷地区
 22 23 － 原、原本町、北園
 24 25 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 28 29 － 辰新田、同地、赤法花


